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国際比較研究から分析する双子 ･三つ子の発育 ･発達支援モデルの開発
横山美江
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I.緒 看
近年､不妊治療の影響により､多胎児の出産率は増加
傾向にある (今泉,1999)｡多胎妊娠は単胎妊娠に比べ
母体への影響も大きく (Yokoyama,2002)､出産後も
双子の約70%､三つ子の約96%が低出生体重児として生
まれている (横山,2000)｡さらに､障害児の発生率も
単胎児に比べ高いなど (横山他,1995;Yokoyama,et
a1.1995:Yokoyama,eta1.,1995)､多胎児家庭にはさま
ざまな問題が生じやすい (横山,2002;北岡他,2002;
横山他,2004;北岡他,2002;Yokoyama,2006)0
加えて､多胎児の母親は､単胎児の母親に比べて育児
不安が強いことが判明しており (杉本他,2008)､その
主な原因として多胎児の発育や発達の遅れに対する不安
を訴えることが多い｡しかしながら､多胎児の発育 ･発
達過程に関する研究は極めて少なく､特に三つ子以上の
多胎児の発育 ･発達過程に関する研究は国際的にも全く
ない｡このため､専門家でさえ多胎児の母親に適切な情
報捷供や保健指導をすることが困難な状況にある｡本研
究では､在胎過数が短くかつ低体重で出生する多胎児の
身体発育 ･発達過程を縦断的に調査し､単胎児との比較
から多胎児の身体発育 ･発達過程の特徴を分析し､得ら
れた研究成果を双子や三つ子をもつ家族や専門家への情
報として提供することを目的としている｡
Ⅲ.研究方法
対象者は､当研究室で把握しており､かつ研究の趣旨
説明に同意の得られた三つ子をもつ母親および三つ子
366組､1,098人である｡なお､身体発育差の算出に用い
た一般児の債は､厚生労働省が調査した乳幼児発育調査
結果を使用した｡倫理的配慮として､依頼文書の中で趣
旨説明を行い､対象者の自由意思で研究への協力ができ
ることを明記し､無記名自記式調査票の回答をもって同
意とみなすことを記載した｡
Ⅲ.研究成果
三つ子の身体発育に関する研究成果が国際誌に掲載さ
れた (Yokoyama,2008;Yokoyama,209)｡その研
究成果に基づく情報は､以下のとおりである｡
1)三つ子の体重の発育状況 (Yokoyama,2008)
三つ子の体重を一般児の発育値と比較すると (図1)､
三つ子の出生後の体重差は､男女とも出生時が40%以上
と最も大きく (男児が-1.28kg､女児が-1.28kg)､その
後1年で減少するものの､6歳の時点まで4-9%の差
が認められた (男児が-1.82kg､女児が-1.78kg)｡三つ
子における体重の発育曲線を図2､図3に示す｡
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図1 三つ子と一般児との体重差
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図2 三つ子の乳児身体発育曲線 (体重)
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図3 三つ子の乳児身体発育曲線 (体重)
2)三つ子の身長の発育状況 (Yokoyama.2008)
三つ子の身長を一般児の発育値と比較すると (図4)､
三つ子の出生後の身長差は､男女とも出生時が15%以上
と最も大きく (男児が-7.0cm､女児が17.0cm)､その後
1年で減少するものの､6歳になっても単胎児との身長
差が2%～5% (男児で-3.7cm､女児で-3.3cm)認め
られることが判明した｡三つ子における身長の発育曲線
は､図5､図6に示すとおりである｡
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図4.三つ子と一般児との身長差
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図5.三つ子の乳児身体発育曲線 (身長)
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図6.三つ子の乳児身体発育曲線 (身長)
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これまで三つ子の発育に関する保健指導は､単胎児を
主とする一般児の発育曲線を用いて実施されてきた｡こ
のため､三つ子の発育に不安を訴える母親が多かった｡
三つ子の発育曲線を提示することにより､これらの不安
を軽減することが期待できる｡
Ⅳ.結 論
三つ子は単胎児よりも小さく生まれ､1年のうちに急
激に体重差や身長差は減少するが､6歳の時点において
も単胎児に追いついていないことが判明した｡今後6歳
以降の発育状況についても追跡し､分析する必要がある｡
また､三つ子の母親の不安を軽減するため､今後当研究
科や研究室のホームページにも三つ子の発育曲線などの
情報を掲載する予定である｡
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